比較文化概論A

授業の目的
・現代文化を研究していくに際して、ふさわしい問いの立て方を模索する。
・中心テーマ：私たちの身体は、さまざまな力に取り巻かれている。そのひとつに「文化」がある。文化は、わたしたちの日常の振る舞いや習慣、さらには物の見方にも染み込んでいるだろう。
だが他方身体は、私たちが自由に振る舞ったり、ひとに働きかけたり、なにかを作り出すための媒体となっている。
　このように身体は、私たちを拘束するものでもあれば、自由の媒体でもある。この拘束と自由のせめぎあいについて、いろいろ考えてみる
　
参考
「バートルビー、きみがどこで生まれたのか、言ってくれるか」
「いわないほうがいいのですが（I would prefer not to)」
「君自身について、何でもいいから言ってくれ」
「言わない方がいいのですが」
（メルヴィル『バートルビー』（岩波文庫『幽霊船』所収）
　
予定：
二つの柱
（１）まずミシェル・フーコーという哲学者の、「権力」についての考え方を概説します。　
いま私たちは、どのような「権力の諸関係」（フーコー）に取り囲まれているのか。
・「権力の諸関係」とは・・・わたしたちが毎日何かをしたり、しなかったりするとき、背後からひそかに操っているような「力」。かならずしも「権威」として私たちに命令するものではなく、ごく自然なものと感じられ、「よいもの」とさえ感じられるようなもの
・このような「権力諸関係」が自然なものと感じられるために、どのように空間はかたちづくられているのだろうか。例）建築。
とくにここでは「視覚」（ものの「見え方」）に注目する。
（２）権力と「芸術」や「創造行為」との関係。
　このような「視覚」のあり方と、「芸術」はどのような関係を持っているのか。
・絵画の場合・・・近代（１９世紀後半以後）の絵画は、どのような視覚のあり方を示しているのだろうか。
・映画の場合。映画はどのような新しい知覚のありかたを発明したのだろうか。
見るものと見えるものの間に、身体感覚を畳み込んでいくこと。
・新たな身体のあり方の模索（時間があれば）。ダンスやリハビリテーションにおける、新たな身体像の模索。
成績評価
・期末試験（記述式）の結果に、平常点を加味して総合的に評価します。
・原則として概論Bとペアで受講して下さい。
レジュメなどは、ホームページ（廣瀬浩司で検索）にもなるべくアップしていくつもりです。過去の資料もありますので、参照して下さい
http://www.asahi-net.or.jp/~dq3k-hrs/index.html
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